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2
0
2
2
年
11
月
以
降

寂
聴・
記
念
会
関
連
の
で
き
ご
と

12
月　
　
　

天
台
寺
で
の
法
話
を
ま
と
め
た
『
愛
こ
と
ば
』（
岩
手
日
報
）
が
刊
行
さ
れ
る
。

２
０
２
３
年

４
月
１
日　

徳
島
新
聞
連
載
の
評
伝
を
ま
と
め
た
『
瀬
戸
内
寂
聴
物
語
』（
柏
木
康
浩
著　
徳
島
新
聞
社
）
が
刊
行

さ
れ
る
。

　
　

８
日　

徳
島
県
立
文
学
書
道
館
で
「
寂
聴　

美
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」（
５
月
28
日
ま
で
）
が
開
催
さ
れ
る
。

22
日
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
太
田
治
子
氏
講
演
会
「
寂
聴
さ
ん
と
美
の
世
界
」
が
開
催
さ
れ
る
。

５
月
15
日　

瀬
戸
内
寂
聴
記
念
会
主
催
で
「
寂
聴
を
詠
む
」
俳
句
募
集
を
行
う
（
８
月
15
日
ま
で
）。　

　
　
　
　
　

黒
田
杏
子
氏
に
相
談
し
て
企
画
を
進
め
た
が
、
黒
田
氏
が
３
月
13
日
に
急
逝
さ
れ
、
選
者
は
「
藍

生
」
ゆ
か
り
の
今
井
豊
氏
、
藤
岡
値
衣
氏
、
佐
滝
幻
太
氏
に
依
頼
す
る
。
９
月
選
考
、
10
月
発
表
。

　
　

19
日　

瀬
戸
内
寂
聴
記
念
会
メ
ン
バ
ー
で
寂
庵
訪
問
。
主
は
い
な
い
が
雨
に
濡
れ
た
白
い
カ
ル
ミ
ア
の
花
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が
門
の
上
か
ら
迎
え
て
く
れ
た
。

７
月
13
日　

N
H
K
財
団
主
催
「
た
く
さ
ん
の
愛
を
、
あ
り
が
と
う　

追
悼　

瀬
戸
内
寂
聴
展
」
が
仙
台
市

で
（
８
月
７
日
ま
で
）、
11
月
３
日
に
は
盛
岡
市
で
（
翌
年
１
月
８
日
ま
で
）
開
催
さ
れ
る
。
記
念
講
演　

瀬
尾
ま
な
ほ
氏
（
寂
聴
秘
書
）。

９
月
29
日　

寂
聴
の
短
編
集
『
ふ
し
だ
ら
・
さ
く
ら
』
が
新
潮
社
よ
り
刊
行
さ
れ
る
。

　
　

30
日　

京
都
の
大
垣
書
店
主
催
で
柏
木
康
浩
・
鎌
田
東
二
の
ト
ー
ク
「
瀬
戸
内
寂
聴
に
お
け
る
文
学
と
宗

教
」
が
京
都
文
化
博
物
館
で
開
催
さ
れ
る
。

11
月
３
日　
「
寂
聴
忌
朗
読
会
」
開
催
。『
美
は
乱
調
に
あ
り
』『
諧
調
は
偽
り
な
り
』
を
も
と
に
、
没
後

１
０
０
年
に
あ
た
る
伊
藤
野
枝
の
生
涯
を
台
本
化
し
朗
読
す
る
。
出
演　

森
君
代
、川
端
恵
美
子
、

松
尾
清
美
、
齋
藤
礼
子
、
森
裕
子
。
文
学
書
道
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
。

　
　

９
日　
「
寂
聴
」
２
号
発
行
。
午
前
10
時
よ
り
、
新
町
川
水
際
公
園
I
C
C
H
O
R
A
の
前
で
３
回
忌
セ

レ
モ
ニ
ー
。「
場
所

―
中
洲
港
」
を
参
加
者
で
朗
読
す
る
。
午
後
、
寂
聴
忌
句
会
を
文
学
書
道

館
に
て
開
催
す
る
。

　
　

11
日　

鎌
田
慧
講
演
会
「
美
は
乱
調
に
あ
り　

大
杉
栄
没
後
百
年
、
現
代
社
会
へ
の
問
い
」
を
文
学
書
道

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
す
る
。




